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未らいのあるところに１っけんの小屋がありました。

そこには、ゆか、りくと、じじぃ がすんでいました。

そのかんけいは、ゆか と りくと が兄弟で、じじぃはしん

せきでした。

ゆかがあるとき、遊びにきたじじぃをびっくりさせてしま

い、じじぃがこしをぬかしてしまい、ゆか と じじい のけ

んがが始まってしまいました。

りくと は、けんかに入りたくないので、魔法を使ってはね

をはやし、空からみていました。

ゆか がりくとに「玉子を持って来て！」と言いました。

なので、りくと は、玉子をさがしに行きました。

りくと は、頭がいいので、玉子がある場所はけんとうがつ

きました。そこで玉子を見つけました。

そして「玉子を持って来たよ！！」と言って、ゆかにパス

しようとしました。

ゆか は、みごとにキャッチ！すると、２人になぜか、羽が

生えてきました。りくと は「その玉子は、キャッチした人

とそのまわりの人に羽が生えてしまう玉子なんだ！」とさ

けんでいました。

２人は、ビックリして、しばらくかたまってしまいました。

すると、「じつは、ほかの人にぼくたちの体は見えないんだ。」

と変なことを言い出しました。

「ぼくたちの仕事はたくさんの人によろこびを伝えること

だ。だから、みんな、手をつないでいっしょによろこびを

伝えに行こう！」

ゆか と じじぃ は「えぇ〜！」と言いながらも りくと につ

いていきました。

羽が生えた事におどろき、けんかがおさまりました。

そして、みんなが魔法を使える事に喜び、森林はかいをと

めました。

そして、人々に幸福がおとずれました。

おしまい
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